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り1  

トロロアオイ（黄萄葵）の粘質物について町田，内野ほその本体はラムノースとダラクチェロ′酸  
（2）  

より成るポリウロナイドであると報告したが，著者もこの両者及び両者の結合した・一億のアルドギイ  

サロン酸の存在をペーパークロマトグラフィで証明し，酸加水分解率の異状に低い一原因がこの琴加  

水分解に㌧強い抵抗を示すアルドビイウロ：／酸の存在によると推論した．  
（S）   

而して，本ア）t／ドビイウロン酸は既にA雨DERSON等によって，Flax seedの粘質物及びSlipp－  
（l）  

eryelmの皮等からCa又はBa塩として分離され，その構造はD－ガテクチェロン酸のアルデヒド基と  

L・－ラムノ「スの第二級アルコール基の何れか1個とグルコシウド結合に・より構成されるとした巾 

（5ノ  旦NIEMANN，LINKほ之のアルドピイウロン酸を直接加水分解して，各々を分離証明した．・その  
（6巨 額R・S・TIPSON等は之の結合に与るラムノースのアルコール基の倖置をメチル誘導体の実囁から  

決定して，本■アルドビイウロン酸の構造を2－－（D－－galactur・OnO pyranOSido）L－rhamnose  

であるとした小   

菅考ほ前報に於てペーパークロマトグラフィで証明した各成分を単離検出したので報告する・  

実験及び考察  

Ⅰ．供試料 香川県香川郡川西村産のトロロアオイ根3kgを水洗細切粉砕乾想して1．15kgを得（敬  

重38．3％）分析結果水分Ⅰ9．．27％，灰分3．37％，ガテクチニL－コこ／酸10．20％，   

甘“抽出 冷水による抽出に於ては爽雑する澱粉の分離に・困難するため．粘度の低下，構造の変化  

を犠牲にして，本アルドビイウロン酸の駿加水分解に．強く抵祝する性質を利用し澱粉分離のため直接  

酸加水分解を応用して．或る程度破壊された低分子の粘質物のBa塩として分離した．  

100gのトロロアオイ根粉末を2り5％H2SO4＝500ccと2‖5時間沸騰湧浴中て加水分喫んて墟別，得られ  

た赤褐色粘液を活性炭で脱色，Ba（OH）2及びBaCO8で中和レアルコール濃度60％で粘質物の寧a塩  

として沈澱せしめる小牧畳6．6％～6．．9％ 

之のアルコール不溶部及びアルコール可溶部を夫々ペーパタロマ卜するに，前者はスポットなく  

彼者ほ大量のグルコース及び7ラビノース，（ガテクトース）を認めた，依って本条件程度の水解で  

はラムノース，ガラクチユロン酸及びアルドピイウロ：／酸は生成しないと考える．   

Ⅱ．．酸加水分解 上記実験で得た粘質物のBa塩1，0（短を採り4％H2SO450ccで加水分解し1時間   
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毎に0い01ccを採り出し，直接ペーリく－クロマトするに1時間の水解でほスポットなく2時間で少盈の  

ラムノース，ガラクチエ．。こ／酸及びラムノガラクチエ・・ロン酸のス豪ッ 

ポットも増大するがその後は次掛こラムノガヲクチエ・ロン酸のスポットの面積減少しガラクチユ・ロン  

酸及びラムノ【スの面積が増大する．．然し10時間に澱ても未だ原点附近に少しのスポットを認め更に  

高分子の型で存在する事がうかがわれる．   

之のスポットはButanol：酢酸：7J（＝5：2：3ではRf＝0‖05及びRf＝0．．02二偶のスポッfLに・規  

はれる．．然し微量であるため緻絆しなかったが今後調査したい．   

同様にして20gの粘質物のBa墟’を4％H2SO4で沸騰穆浴申に8時間加水分解し洛性炭で脱色，硫酸  

をBa塩として除きアルコールを添加して，40％．60％．80％，85％の濃度として夫々分別沈澱やし  

め，更に85％アルコー・ル濃度区分を減圧濃縮してシラツケと．するい各区共減圧乾燥の後収量を調査  

し．更にアルコールで再沈澱精製し後クロマ卜するに7ルコrル分別沈澱では充分分離しない・   

Ⅱ．ラムノースの結晶単離 85％アルコール溶解部をSyrupと．し更に5倍量の99％アルコールで  

枚数のウてl：／酸バリウムを除き等量の水せ加えCaCl畠一入デシタークー中に冷赦庫に傲置すれば約12  

時間後より粗大な角形結晶が析出し始める一．冷水．9岳％アルコーうレで洗礁後少量の水で溶解再膚し，  

更にビリヂンに溶解し水を加えて希結，更に．水エタノール等量混液より昇給した小牧畳0〃4g   

l．甘味強く“   

≠／ 

3小m．．p．．910c   

4．オサゾン誘導体，d…3gせ水20ccに溶し11：09ge）フエ 

ダを卯え汲浴上に加熱すれげ黄色美園な針状繹晶を析乱水車り帯締して精典m・p・1畠20c（黒琴分解  

ラ 

Ⅴ“ガラクチユロン敢の分離 5一．00g？ラムノガテクチェロン酸及びガラクテロY酸如年率ゐ混合 Ⅷ∴ 
＿ 

琴の存在が見叫るが革性炭で数回処理しセ晩色すると共にラムノガラクチェロン酸を吸着除去す挙  

ヽ と来観岬ヲクチ千ワ 

市況澱倍数の後眞空乾燥器如こ乾軋収量0β5g・，分析結果Ba％26．・01％，（計算値26．．26％，，C¢2％  
16‖00％（計算値16．．79％） 

次に陽イオン交換樹脂を通して挽Ba後5倍畳のアルコールを添加して生ずる沈澱を除きCae12  

入ヂシケークー中に減圧で冷蔵庫中に放恵する左飯小針状寵晶析出，90％1アルコールより再緒2回  

で一，m．p．115？crで半徹し1570－1580cで融け発泡分解するり．放漫0．40g．  

ナフトレゾルシソ反成強く，埠基性酸鉛と白色沈澱を隼じ加熱せば孝子クチエ・ロンー酸特有年額耳赤  

色の沈澱を生ず．∴叉硝酸酸化により粘液酸を生成する． 

叉計算量のシ∵／コこ・ンを熱耳ルコールに浴しガテ■クチ皿ロン酸水溶液に添加減圧膿庵す細・ま㌢￥ヲ 

J＝・ン塩の集合せる針状結晶新札アルコールよ▲り再結してmいp・177？¢，でガラクチエ・ロン酸の犬と 

致する．  

Ⅵ‖ ラムノガラクチェロシ讃変の分散   

A．．Ba塩混合物のアルコール分別沈i殿法   

上記実験Ⅱで得たアルコ÷ル不溶のBa塩ほ主としてガラクチエロン酸Ba及びラムノガラクチ浅口  

ン酸のBa塩め混合物で未だ少量の三糖類以上の高分子の糖類を含み．Jアルコール分別沈澱の数回やは  

分離し得ない．．依って第一儀の如く操伶を行い各フラクショシを得る毎にペーパーで分離程度を調べ  

つゝ操作を進あた小 その結果は第．2表に示す如くで未だ微量のガテクチ・ユロン酸Baを含む事が分析   
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第一山表 Ba塩混合物のアルコール分別沈澱分離準  

桓蒜示1 105g  

283・  

結果及び高濃度のペーパ←ダ廿寸卜で忽あぢれ   

る． 

22？を左1eこ100cc sせ）1  

。．．Og 盲二丁∽  

20ク乙alcextJ   
「‾▲】】▼ 
▲‾‾‾▼   

2”。g 2．．。g  

第二表 沈澱A革びB 

伊c・20cc add  ）   

）  （4フ．60％），  17こ36（16．鱒％  Ba％（計算値  
㌻ 妄‾‾て垂  
「蒜   

＿＿＿ 16 Ogg 

ナ5Ccc HeOsoli  

■－30cc a旦c‖add  
18・46（16・85％）j50一・フ6年ノ（47・60％）   

－  

！liノ！  

1．．15g  30ce alc．add  

6．15g  B．タロマトパイルに依る分離 ′  

索敵Ⅱよサの鮎盛況食物0∴300他を1ぬcあ  

水に濁し径9cmの東洋Nb．全滅紆を以七飯取ら  

す．之を濾紙50故の上におき上方に．785枚の波  

紋を重ねてクロマトパイル装置に固定し．上昇  

放でブタノール：酢酸：水＝5：2：3で24  

時間展開せしめる．．  

l  

L ち○ヲねic‖・由詫 

4い5g  

←100cc王i20sol  

士ニ‾－‾ミニ  

40cc add  

alc．．60cc add  

・一方同一・溶媒で上昇港でペー㌧ぺ－上に分離し  

Rfの上璃及下端を測定する．  

R f  パイルの溶紙に換算し  実際の検出枚数   

塵l、＿亘   
こ2．6g  

ラムノガテクチェロン酸  0．．13～0．．20  91枚～131枚  101枚～155枚   

ガテクチユロン酸  0．．26～0．33  182枚～231枚  161枚～241放   

浪紙をパイル装置より外し10枚毎に－・枚宛取り出し風乾して溶媒を除き水で抽出しペーパーークロマ  

†して検出した結果上記の如く分離してゐるのを認めた．   

依って102枚～145故を水で抽出し陽イオン交換樹脂で脱Baし前と阿隊に処理してCaC12入デシ  

タークー中に．保持するも結晶化固難．収監0い1048g   

ペーパクロマトグラフィによるRfOハ15にして加水分解後はガラクチエ・ロン酸及ラムノースのスポ  

ットを与える一．  

誕 ペpバクロマトグラフイの検出試薬は．．Anisidine Hcl（AnisidineO．65g，Hcl（s．gl．19）lml水飽和ブ  

タノpル25ml）が特にサロソ酸に好適である．又Uronideの硫酸加水分解物の展巨和ま，そのまゝ（未申和）でも  

中和後でも文中和後晩Baしても検出可能であり，未申和で瞼出出来る点ほ実験上好都合である審が多い．  

摘  要  

1．トロロアオイ根より2．5％H2SO4で枯質物を抽出し分解された粘質物のBa塩を得巾  

2．之を更に加水分解して，下記の糖類を単離証明した一．  

a）ラムノース， b）ガテクチユロン酸， C）ラムノガテクチェロ：／酸   

終りに臨み御指導を頂いた本学梶明教授に深謝すると共に軽々神授助を仰いだ川村教授，於本助教  

授に感謝すると共に試料の御提供を仰いだ昭甫裂紙株式会祀に謝意を表する．  

Resume   

l．The Ba－Salt of purified∈mucilage was prepared from the roots of Abel7nMChus   
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mL7n＊otl．by extrac七ion鱒i叫2：与％r＄ulfuric ac独  

2・The団Bal・Salt of mucilage－WaS hydrolyzed and the presence of the following  

Substanceswasestab7ished：aいrhamnose， b．galacturonic acid，and c．galac－  

turoI10Sido・抽amlnOSe．  
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